
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 23 日に東京の石垣記念ホールにて、社団法人全国漁港漁場協会より、漁業振興及び地域の活

性化に貢献し、美化に努めるなど愛護運動に取り組んできた功績により落石漁港期成会が漁港愛護優

良団体表彰を受賞しました。毎年、期成会員と落石漁協女性部と合同で漁港の清掃活動を継続して行

うなど、地道な活動を続けられた功績が認められ、この度の受賞となりました。漁港を綺麗に守る事

が大切であり、この受賞を励みに活動を続けていければと思います。 

 

 

6月17日に北海道マリンビジョン女性交流会議でアドバイザーを務め

ております北海道大学水産科学院博士課程の小泉さんが落石漁協に来所

され、マリンビジョンに関わる女性活動について意見交換が行われました。 

当地域は豊富な観光資源がありますが、後継者不足等の不安もあります。

本年度はマリンビジョン見直しの年であり、女性が地域において重要な役

割を果たしており、今後の活動において大変重要になってきます。

6 月 3 日（日）に落石漁港中央埠頭にて「第 6 回おちいし・味まつり」

が開催されました。当日はあいにくの曇り空で肌寒さを感じる気温でした

が、約 3,500 人の来場者があり、午前 10 時 00 分の販売開始前から物

販ブースの前に並んでいる人が多く見られ、落石の海産物を購入しようと

大勢の人で賑わい、炭火焼きコーナーでは、購入し新鮮な魚貝類を焼いて

楽しんでいる人の姿が見られました。アトラクションでは、ユルリ・モユ

ルリ島周辺の遊覧航行には２隻の船が出港し乗船者に大人気でした。その

他、子供広場ではエアートランポリンや魚貝類が観賞できるミニ水族館、

魚に触れることができる水槽プールでは子供たちで賑わっていました。イ

ベントでは、ステージにて昆布盛小学校と昆布盛太鼓保存会による太鼓の 

演舞により会場が盛り、続いてホッキ早剥き競争

が行われ、出場者が悪戦苦闘しながら出場者ほっ

き貝を剥く姿や、今年から初めて試みとして、カ 

ラオケのど自慢が開かれ、会場からは拍手や応援などの歓声が上がりまし

た。最後の締めとして餅まき抽選会が盛大に行われ、抽選券が入っている

餅を拾い、喜ぶ姿がみられるなど大盛況のうちに終えることができました。 

 

マリンポートフェスティバル「第６回おちいし・味まつり」 開催！ 

 

落石地区マリンビジョン協議会では、様々な人たちと連携してビジョンを実現するため

に取り組んでいます。その取り組み内容を随時お知らせするため、「落石地区マリンビジ

ョンニュース」として定期的に発行しています。 

ご感想、ご意見等お寄せ下さい。 
発行・編集：落石地区マリンビジョン協議会事務局 
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5 月 30 日から 6 月 4 日の 6 日間に東京都立川市にある伊勢丹立川店

にて「初夏の大北海道展」が開催され、落石漁協より「浜ゆでしお風花咲

かに」、「船上活〆ときしらず」を出品しました。他にも海鮮工房霧娘の「た

こ飯弁当」、「たこザンギ」等霧娘商品も出品しました。今回は落石漁港特

集として組んで頂き出店させて頂きました。落石の商品だけでなく、「落

石」という地名や水産物の周知が広く図られ、落石の食材を多くの人に食

べてもらえればと思います。 

 

 

 6 月 9 日にチャラベツ川周辺にて、落石漁協女性部が植樹作業を行い

ました。植樹の効果は直ぐには現れませんが、森林が豊かになると綺麗な

水と栄養が川を通じて海に供給され、豊富な水産資源を形成されます。今

後も植樹活動を継続し資源確保に繋がっていってほしいと思います。 

 

 

 

 

◆ ◇ ◆  編 集 ・ 発 行 ・ お 問 い 合 わ せ 先  ◆ ◇ ◆ 

 ◆ 編集・発行  落石地区マリンビジョン協議会事務局 

 ◆ お問い合わせ 事務局 担 当：根室市水産経済部水産港湾課水産振興担当 

       電 話：0153-23-6111 FAX：0153-24-8692 

平成 19 年から群馬大学の片田教授により地域住民を含めた津波防災に関する講演会や勉強会な

どが実施され、漁船を沖合に避難する際のルール作り等、地域全体の防災意識の向上が図られてき

ました。平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災による津波発生時には、全ての漁船がルールで推奨 

する推進 50m 以深に避難しており漁船の被害を最小限にとどめること

ができました。その後のアンケート調査によってわかりましたが、課題

として帰港タイミング、情報伝達、避難中の食料等についてもアンケー

ト調査によってわかり、平成 24 年 1 月 28 日に津波ワーキンググルー

プによる対策検討会議が開かれ、沖に避難した漁船の帰港は警報解除後

とし、食糧については事前に保存食等を備え 

置くこととすることで検討がなされ、平成 24 年 3 月 16 日に開催され

ました落石漁協通常総会にて組合員に説明がなされました。3 月 11 日

の東日本大震災により発生した津波によって多くの犠牲者と漁船の損害

がありました。漁協も含め地域住民が防災に対する知識を深め、津波発

生時の被害を少なくするよう防災意識を高めていくことによって災害に

よる被害や犠牲を抑えることができるようになればと思います。 

尚、すでに案内の通り 7 月 8 日（日）には群馬大学の片田教授に講師にお招きし、大津波から生

き抜いた釜石市の子どもたちの行動にみる防災のあり方と今後の津波災害に強い漁業地域づくりの

実現に向けて講演会を開催致します。会場は落石小学校体育館にて午後 1 時 30 分からとなります

ので一人でも多く出席し研修していただきたいと思います。 

落石地区津波防災講演会開催される（多くの参加を）  

伊勢丹立川店「落石漁港特集」出店  

チャラベツ川植樹  


